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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　印刷されるページのプレビューを表示デバイスに表示させるプレビュー表示手段と、
　前記プレビュー表示手段によって表示させられた前記プレビューに対する操作デバイス
を介した操作を受け付ける操作受付手段と、
　前記操作受付手段によって受け付けられた操作に応じた処理を実行する処理実行手段と
を備え、
　前記処理実行手段は、前記プレビュー表示手段によって表示させられた前記ページ全体
の前記プレビューにおける端の特定の領域に対して、拡大表示の操作が前記操作受付手段
によって受け付けられた場合に、前記特定の領域の前記プレビューを前記ページ全体の前
記プレビューにおける前記特定の領域の大きさより拡大して前記プレビュー表示手段によ
って表示させ、
　前記処理実行手段は、前記プレビュー表示手段によって表示させられた前記特定の領域
の前記プレビューに対して、前記ページの印刷時の余白の大きさを指定する余白指定操作
が前記操作受付手段によって受け付けられた場合に、前記余白指定操作において指定され
た大きさを前記プレビューの対象の前記ページの印刷時の余白の大きさとして設定すると
ともに、設定した大きさの余白を反映した、前記ページ全体の前記プレビューおよび前記
特定の領域の前記プレビューの少なくとも一方を前記プレビュー表示手段によって表示さ
せることを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
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　前記プレビュー表示手段は、前記特定の領域の画像を特定の方向において分割した複数
の区画の画像を前記特定の方向とは直交する方向に並べて表示させることによって、前記
特定の領域の前記プレビューを表示させることを特徴とする請求項１に記載の画像形成装
置。
【請求項３】
　前記処理実行手段は、前記プレビュー表示手段によって表示させられた前記特定の領域
の前記プレビューに対して、前記特定の領域の前記プレビューの表示を終了させる操作が
前記操作受付手段によって受け付けられた場合に、前記特定の領域の前記プレビューの表
示を前記プレビュー表示手段によって終了させることを特徴とする請求項１または請求項
２に記載の画像形成装置。
【請求項４】
　印刷されるページのプレビューを表示デバイスに表示させるプレビュー表示手段、
　前記プレビュー表示手段によって表示させられた前記プレビューに対する操作デバイス
を介した操作を受け付ける操作受付手段、および、
　前記操作受付手段によって受け付けられた操作に応じた処理を実行する処理実行手段と
してコンピューターを機能させ、
　前記処理実行手段は、前記プレビュー表示手段によって表示させられた前記ページ全体
の前記プレビューにおける端の特定の領域に対して、拡大表示の操作が前記操作受付手段
によって受け付けられた場合に、前記特定の領域の前記プレビューを前記ページ全体の前
記プレビューにおける前記特定の領域の大きさより拡大して前記プレビュー表示手段によ
って表示させ、
　前記処理実行手段は、前記プレビュー表示手段によって表示させられた前記特定の領域
の前記プレビューに対して、前記ページの印刷時の余白の大きさを指定する余白指定操作
が前記操作受付手段によって受け付けられた場合に、前記余白指定操作において指定され
た大きさを前記プレビューの対象の前記ページの印刷時の余白の大きさとして設定すると
ともに、設定した大きさの余白を反映した、前記ページ全体の前記プレビューおよび前記
特定の領域の前記プレビューの少なくとも一方を前記プレビュー表示手段によって表示さ
せることを特徴とする画像形成プログラム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、記録媒体に印刷を実行する画像形成装置および画像形成プログラムに関する
。
【背景技術】
【０００２】
　従来、印刷されるページのプレビューを表示デバイスに表示させる場合に、ページ全体
のプレビューにおける特定の領域のプレビューを、ページ全体のプレビューにおける特定
の領域の大きさより拡大して表示させる画像形成装置が知られている（例えば、特許文献
１参照。）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００９－３０２７５９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来の画像形成装置においては、特定の領域のプレビューを拡大表示さ
せることができるが、拡大表示させたプレビューの利用態様が印刷内容の確認のみに止ま
っているという問題がある。
【０００５】
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　そこで、本発明は、拡大表示させたプレビューを利用して印刷時の余白の大きさを設定
することができる画像形成装置および画像形成プログラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の画像形成装置は、印刷されるページのプレビューを表示デバイスに表示させる
プレビュー表示手段と、前記プレビュー表示手段によって表示させられた前記プレビュー
に対する操作デバイスを介した操作を受け付ける操作受付手段と、前記操作受付手段によ
って受け付けられた操作に応じた処理を実行する処理実行手段とを備え、前記処理実行手
段は、前記プレビュー表示手段によって表示させられた前記ページ全体の前記プレビュー
における端の特定の領域に対して、拡大表示の操作が前記操作受付手段によって受け付け
られた場合に、前記特定の領域の前記プレビューを前記ページ全体の前記プレビューにお
ける前記特定の領域の大きさより拡大して前記プレビュー表示手段によって表示させ、前
記処理実行手段は、前記プレビュー表示手段によって表示させられた前記特定の領域の前
記プレビューに対して、前記ページの印刷時の余白の大きさを指定する余白指定操作が前
記操作受付手段によって受け付けられた場合に、前記余白指定操作において指定された大
きさを前記プレビューの対象の前記ページの印刷時の余白の大きさとして設定するととも
に、設定した大きさの余白を反映した、前記ページ全体の前記プレビューおよび前記特定
の領域の前記プレビューの少なくとも一方を前記プレビュー表示手段によって表示させる
ことを特徴とする。
【０００７】
　この構成により、本発明の画像形成装置は、印刷されるページ全体のプレビューにおけ
る端の特定の領域のプレビューをページ全体のプレビューにおける端の特定の領域の大き
さより拡大表示させ、拡大表示させた端の特定の領域のプレビューに対して余白指定操作
が受け付けられた場合に、余白指定操作において指定された余白の大きさをプレビューの
対象のページの印刷時の余白の大きさとして設定するとともに、設定した大きさの余白を
反映したプレビューを表示させるので、拡大表示させたプレビューを利用して印刷時の余
白の大きさを設定することができる。
【０００８】
　また、本発明の画像形成装置において、前記プレビュー表示手段は、前記特定の領域の
画像を特定の方向において分割した複数の区画の画像を前記特定の方向とは直交する方向
に並べて表示させることによって、前記特定の領域の前記プレビューを表示させても良い
。
【０００９】
　この構成により、本発明の画像形成装置は、特定の領域の画像を特定の方向において分
割した複数の区画の画像を特定の方向とは直交する方向に並べて特定の領域のプレビュー
を表示させるので、特定の領域のプレビューの表示領域が特定の領域の画像と比較して特
定の方向に短くても特定の領域のプレビューを拡大表示させることができる。
【００１０】
　また、本発明の画像形成装置において、前記処理実行手段は、前記プレビュー表示手段
によって表示させられた前記特定の領域の前記プレビューに対して、前記特定の領域の前
記プレビューの表示を終了させる操作が前記操作受付手段によって受け付けられた場合に
、前記特定の領域の前記プレビューの表示を前記プレビュー表示手段によって終了させて
も良い。
【００１１】
　この構成により、本発明の画像形成装置は、拡大表示させた端の特定の領域のプレビュ
ーに対して、端の特定の領域のプレビューの表示を終了させる操作が受け付けられた場合
に、端の特定の領域のプレビューの表示を終了させるので、利便性を向上することができ
る。
【００１２】
　本発明の画像形成プログラムは、印刷されるページのプレビューを表示デバイスに表示
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させるプレビュー表示手段、前記プレビュー表示手段によって表示させられた前記プレビ
ューに対する操作デバイスを介した操作を受け付ける操作受付手段、および、前記操作受
付手段によって受け付けられた操作に応じた処理を実行する処理実行手段としてコンピュ
ーターを機能させ、前記処理実行手段は、前記プレビュー表示手段によって表示させられ
た前記ページ全体の前記プレビューにおける端の特定の領域に対して、拡大表示の操作が
前記操作受付手段によって受け付けられた場合に、前記特定の領域の前記プレビューを前
記ページ全体の前記プレビューにおける前記特定の領域の大きさより拡大して前記プレビ
ュー表示手段によって表示させ、前記処理実行手段は、前記プレビュー表示手段によって
表示させられた前記特定の領域の前記プレビューに対して、前記ページの印刷時の余白の
大きさを指定する余白指定操作が前記操作受付手段によって受け付けられた場合に、前記
余白指定操作において指定された大きさを前記プレビューの対象の前記ページの印刷時の
余白の大きさとして設定するとともに、設定した大きさの余白を反映した、前記ページ全
体の前記プレビューおよび前記特定の領域の前記プレビューの少なくとも一方を前記プレ
ビュー表示手段によって表示させることを特徴とする。
【００１３】
　この構成により、本発明の画像形成プログラムは、印刷されるページ全体のプレビュー
における端の特定の領域のプレビューをページ全体のプレビューにおける端の特定の領域
の大きさより拡大表示させ、拡大表示させた端の特定の領域のプレビューに対して余白指
定操作が受け付けられた場合に、余白指定操作において指定された余白の大きさをプレビ
ューの対象のページの印刷時の余白の大きさとして設定するとともに、設定した大きさの
余白を反映したプレビューを表示させるので、拡大表示させたプレビューを利用して印刷
時の余白の大きさを設定することができる。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明の画像形成装置および画像形成プログラムは、拡大表示させたプレビューを利用
して印刷時の余白の大きさを設定することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の一実施の形態に係るＭＦＰのブロック図である。
【図２】図１に示す表示部に表示させられるプレビュー画面の一例を示す図である。
【図３】図２に示す全体プレビューにおける端の領域の一例を示す図である。
【図４】図３に示す端の領域における４つの操作領域の一例を示す図である。
【図５】図４に示す操作領域に対するピンチインの一例を示す図である。
【図６】操作領域に対する図５に示すピンチインが受け付けられた場合のプレビュー画面
の一例を示す図である。
【図７】操作領域に対するピンチインが受け付けられた場合の図１に示すプレビュー表示
手段の動作のフローチャートである。
【図８】図６に示す左端プレビューに対するスワイプの一例を示す図である。
【図９】左端プレビューに対する左から右へのスワイプが受け付けられた場合の図１に示
す処理実行手段の動作のフローチャートである。
【図１０】左端プレビューに対する図８に示す左から右へのスワイプが受け付けられた場
合のプレビュー画面の一例を示す図である。
【図１１】左端プレビューに対するダブルタップが受け付けられた場合の図１に示す処理
実行手段の動作のフローチャートである。
【図１２】図１０に示す左端プレビューに対するダブルタップが受け付けられた場合のプ
レビュー画面の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本発明の一実施の形態について、図面を用いて説明する。
【００１７】
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　まず、本実施の形態に係る画像形成装置としてのＭＦＰ（Ｍｕｌｔｉｆｕｎｃｔｉｏｎ
　Ｐｅｒｉｐｈｅｒａｌ）の構成について説明する。
【００１８】
　図１は、本実施の形態に係るＭＦＰ１０のブロック図である。
【００１９】
　図１に示すように、ＭＦＰ１０は、種々の操作が入力されるボタンなどの入力デバイス
である操作部１１と、種々の情報を表示するＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄ
ｉｓｐｌａｙ）などの表示デバイスである表示部１２と、原稿から画像を読み取る読取デ
バイスであるスキャナー１３と、用紙などの記録媒体に印刷を実行する印刷デバイスであ
るプリンター１４と、図示していない外部のファクシミリ装置と公衆電話回線などの通信
回線経由でファックス通信を行うファックスデバイスであるファックス通信部１５と、Ｌ
ＡＮ（Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）、インターネットなどのネットワーク経
由で外部の装置と通信を行うネットワーク通信デバイスであるネットワーク通信部１６と
、各種の情報を記憶するＥＥＰＲＯＭ（Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌｌｙ　Ｅｒａｓａｂｌｅ　
Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）、ＨＤＤ（Ｈａｒｄ　
Ｄｉｓｋ　Ｄｒｉｖｅ）などの不揮発性の記憶デバイスである記憶部１７と、ＭＦＰ１０
全体を制御する制御部１８とを備えている。
【００２０】
　操作部１１の少なくとも一部は、表示部１２とともにタッチパネルを構成している。
【００２１】
　記憶部１７は、ＭＦＰ１０を制御するための画像形成プログラム１７ａを記憶している
。画像形成プログラム１７ａは、ＭＦＰ１０の製造段階でＭＦＰ１０にインストールされ
ていても良いし、ＳＤカード、ＵＳＢ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｓｅｒｉａｌ　Ｂｕｓ）メ
モリーなどの外部記憶媒体からＭＦＰ１０に追加でインストールされても良いし、ネット
ワーク上からＭＦＰ１０に追加でインストールされても良い。
【００２２】
　制御部１８は、例えば、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）
と、プログラムおよび各種のデータを記憶しているＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍ
ｏｒｙ）と、ＣＰＵの作業領域として用いられるＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　
Ｍｅｍｏｒｙ）とを備えている。ＣＰＵは、ＲＯＭまたは記憶部１７に記憶されているプ
ログラムを実行する。
【００２３】
　制御部１８は、記憶部１７に記憶されている画像形成プログラム１７ａを実行すること
によって、印刷されるページのプレビューを表示部１２に表示させるプレビュー表示手段
１８ａ、プレビュー表示手段１８ａによって表示させられたプレビューに対する操作部１
１を介した操作を受け付ける操作受付手段１８ｂ、および、操作受付手段１８ｂによって
受け付けられた操作に応じた処理を実行する処理実行手段１８ｃとして機能する。
【００２４】
　次に、ＭＦＰ１０の動作について説明する。
【００２５】
　プレビュー表示手段１８ａは、スキャナー１３によって画像が読み取られると、スキャ
ナー１３によって読み取られた画像全体のプレビュー、すなわち、プリンター１４によっ
て印刷されるページ全体のプレビュー（以下「全体プレビュー」と言う。）を図２に示す
ように表示部１２に表示させる。
【００２６】
　図２は、表示部１２に表示させられるプレビュー画面２０の一例を示す図である。
【００２７】
　図２に示すプレビュー画面２０は、タイトルバー２１と、プレビューの表示領域２２と
、プレビュー画面２０を閉じるためのボタン２３とを含んでいる。
【００２８】
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　図２において、表示領域２２には、全体プレビュー３０が表示されている。全体プレビ
ュー３０には、スキャナー１３によって読み取られた画像３１が含まれている。また、全
体プレビュー３０には、印刷時の余白３２が画像３１の端に隣接して含まれることが可能
である。
【００２９】
　利用者は、図２に示す全体プレビュー３０を確認することによって、印刷時の画像３１
の向きを確認することができる。また、利用者は、図２に示す全体プレビュー３０を確認
することによって、画像３１における文字などの要素の潰れと、画像３１の端における文
字などの要素の切れと、余白３２の大きさとを大まかに確認することができる。
【００３０】
　図３は、全体プレビュー３０における端の領域３３の一例を示す図である。
【００３１】
　図３に示すように、全体プレビュー３０には、端の領域３３と、領域３３に囲まれる中
央の領域３４とが含まれている。図３において二点鎖線は、領域の境界を示す線であり、
実際には表示部１２に表示されない。
【００３２】
　領域３３の幅は、任意に設定されることが可能である。
【００３３】
　図４は、端の領域３３における４つの操作領域３３ａ、３３ｂ、３３ｃおよび３３ｄの
一例を示す図である。
【００３４】
　図４に示すように、端の領域３３は、上側の端の領域を拡大表示するための上側の操作
領域３３ａと、左側の端の領域を拡大表示するための左側の操作領域３３ｂと、右側の端
の領域を拡大表示するための右側の操作領域３３ｃと、下側の端の領域を拡大表示するた
めの下側の操作領域３３ｄとに分割されている。図４において二点鎖線は、領域の境界を
示す線であり、実際には表示部１２に表示されない。
【００３５】
　図５は、操作領域３３ｂに対するピンチインの一例を示す図である。
【００３６】
　図５に示すように操作領域３３ｂに対してピンチインが実行されると、操作受付手段１
８ｂは、操作領域３３ｂに対するピンチインを受け付ける。
【００３７】
　図６は、操作領域３３ｂに対するピンチインが受け付けられた場合のプレビュー画面２
０の一例を示す図である。
【００３８】
　処理実行手段１８ｃは、プレビュー表示手段１８ａによって図２に示すように表示させ
られた全体プレビュー３０における左側の操作領域３３ｂに対して、図５に示すようなピ
ンチインが操作受付手段１８ｂによって受け付けられると、図６に示すように、左側の端
の領域のプレビュー（以下「左端プレビュー」と言う。）４０を全体プレビュー３０にお
ける左側の端の領域の大きさより拡大してプレビュー表示手段１８ａによって表示させる
。
【００３９】
　図７は、操作領域３３ｂに対するピンチインが受け付けられた場合のプレビュー表示手
段１８ａの動作のフローチャートである。
【００４０】
　図７に示すように、プレビュー表示手段１８ａは、全体プレビュー３０を、図２におけ
る状態より縮小して（Ｓ１０１）、図６に示すように表示領域２２における右側に表示す
る（Ｓ１０２）。
【００４１】
　次いで、プレビュー表示手段１８ａは、領域３３（図３参照。）のうち左側の端の領域
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のプレビューとしての左端プレビュー４０を、図２における全体プレビュー３０における
左側の端の領域の大きさより拡大して（Ｓ１０３）、図６に示すように表示領域２２にお
ける左側に表示する（Ｓ１０４）。ここで、左端プレビュー４０は、領域３３の左側の端
の領域の画像のうち上側の半分の区画４１と、領域３３の左側の端の領域の画像のうち下
側の半分の区画４２とに分割されている。上側の半分の区画４１と、下側の半分の区画４
２とは、左右に並べて表示されている。
【００４２】
　次いで、プレビュー表示手段１８ａは、左端プレビュー４０に対応する領域を示す破線
５０を全体プレビュー３０上に表示して（Ｓ１０５）、図７に示す動作を終了する。
【００４３】
　利用者は、図６に示す左端プレビュー４０を確認することによって、画像３１の端の近
傍における文字などの要素の潰れと、画像３１の端における文字などの要素の切れと、余
白３２の大きさとを詳細に確認することができる。
【００４４】
　図８は、左端プレビュー４０に対するスワイプの一例を示す図である。
【００４５】
　図８に示すように、左端プレビュー４０に対してスワイプが実行されると、操作受付手
段１８ｂは、左端プレビュー４０に対するスワイプを受け付ける。
【００４６】
　図９は、左端プレビュー４０に対する左から右へのスワイプが受け付けられた場合の処
理実行手段１８ｃの動作のフローチャートである。
【００４７】
　図９に示すように、処理実行手段１８ｃは、プレビュー表示手段１８ａによって図６に
示すように表示させられた左端プレビュー４０に対して、図８に示すような左から右への
スワイプが操作受付手段１８ｂによって受け付けられると、左端プレビュー４０に対する
スワイプによる移動量に相当する大きさを、左側の端の現在の余白３２の大きさに追加し
た大きさを、プレビュー画面２０におけるプレビューの対象のページの印刷時の左側の端
の余白３２の大きさとして設定する（Ｓ１３１）。
【００４８】
　図１０は、左端プレビュー４０に対する左から右へのスワイプが受け付けられた場合の
プレビュー画面２０の一例を示す図である。
【００４９】
　処理実行手段１８ｃは、Ｓ１３１の処理の後、図１０に示すように、Ｓ１３１において
設定した大きさの余白３２を反映した全体プレビュー３０および左端プレビュー４０をプ
レビュー表示手段１８ａによって表示させて（Ｓ１３２）、図９に示す動作を終了する。
【００５０】
　以上においては、左端プレビュー４０に対する左から右へのスワイプについて説明した
が、右から左へのスワイプ、上から下へのスワイプ、および、下から上へのスワイプにつ
いても同様である。ただし、右から左へのスワイプは、プレビュー画面２０におけるプレ
ビューの対象のページの印刷時の左側の端の余白３２の大きさを小さくする。また、上か
ら下へのスワイプは、区画４１に対して実行された場合には、印刷時の上側の端の余白３
２の大きさを大きくし、区画４２に対して実行された場合には、印刷時の下側の端の余白
３２の大きさを小さくする。また、下から上へのスワイプは、区画４１に対して実行され
た場合には、印刷時の上側の端の余白３２の大きさを小さくし、区画４２に対して実行さ
れた場合には、印刷時の下側の端の余白３２の大きさを大きくする。
【００５１】
　なお、左端プレビュー４０に対してダブルタップが実行されると、操作受付手段１８ｂ
は、左端プレビュー４０に対するダブルタップを受け付ける。
【００５２】
　図１１は、左端プレビュー４０に対するダブルタップが受け付けられた場合の処理実行
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手段１８ｃの動作のフローチャートである。図１２は、左端プレビュー４０に対するダブ
ルタップが受け付けられた場合のプレビュー画面２０の一例を示す図である。
【００５３】
　図１１に示すように、処理実行手段１８ｃは、プレビュー表示手段１８ａによって図１
０に示すように表示させられた左端プレビュー４０に対して、ダブルタップが操作受付手
段１８ｂによって受け付けられると、左端プレビュー４０の表示をプレビュー表示手段１
８ａによって終了させて（Ｓ１６１）、図１２に示すように元の大きさに戻した全体プレ
ビュー３０をプレビュー表示手段１８ａによって表示させて（Ｓ１６２）、図１１に示す
動作を終了する。
【００５４】
　以上においては、全体プレビュー３０における左側の端の領域に対する操作について説
明したが、上側の端の領域に対する操作、下側の端の領域に対する操作、および、右側の
端の領域に対する操作についても同様である。
【００５５】
　ＭＦＰ１０は、操作部１１を介した特定の操作が入力されると、プレビュー画面２０に
表示されていた画像を、プレビュー画面２０に表示されていた通りの余白３２の設定で、
プリンター１４によって印刷を実行する。
【００５６】
　以上に説明したように、ＭＦＰ１０は、印刷されるページ全体のプレビュー、すなわち
、全体プレビュー３０における端の特定の領域のプレビュー、例えば、左端プレビュー４
０を全体プレビュー３０における端の特定の領域の大きさより拡大表示させ（Ｓ１０３お
よびＳ１０４）、拡大表示させた左端プレビュー４０に対してスワイプによる余白指定操
作が受け付けられた場合に、余白指定操作において指定された余白３２の大きさをプレビ
ューの対象のページの印刷時の余白３２の大きさとして設定する（Ｓ１３１）とともに、
設定した大きさの余白３２を反映した全体プレビュー３０および左端プレビュー４０を表
示させる（Ｓ１３２）ので、拡大表示させた左端プレビュー４０を利用して印刷時の余白
３２の大きさを設定することができる。
【００５７】
　しかも、ＭＦＰ１０は、実際に印刷される画像３１を示すプレビューに対する上述した
ような直感的で自然な操作によって、画像３１に対する各種の確認や余白３２の設定を少
ないステップ数で実行させることができる。したがって、ＭＦＰ１０は、画像３１に対す
る各種の確認や余白３２の設定のために利用者に特別な操作を覚えさせる必要がなく、利
便性を向上することができる。特に、余白３２の設定に関しては、ＭＦＰ１０は、実際に
印刷される画像３１を示すプレビューにおいて余白３２を利用者に確認させながら、プレ
ビューに対する上述したような直感的で自然な操作によって利用者に余白３２を設定させ
ることができるので、利便性を向上することができる。
【００５８】
　ＭＦＰ１０は、本実施の形態において左側の操作領域３３ｂに対してピンチインされた
場合に左端プレビュー４０を表示させるが、拡大表示させる端の特定の領域の範囲がピン
チインによって具体的に指定される構成でも良い。すなわち、ＭＦＰ１０は、ピンチイン
の開始時においてピンチインによって指定される２点を対頂点とする四角形の範囲を、拡
大表示させる端の特定の領域の範囲とする構成でも良い。
【００５９】
　ＭＦＰ１０は、本実施の形態において上下左右の余白３２を個別に設定することができ
る。しかしながら、ＭＦＰ１０は、上下の余白３２の設定を連動させても良い。例えば、
ＭＦＰ１０は、上側の余白３２が増やされると、上側の余白３２が増えた量と同じ量だけ
下側の余白３２も増え、上側の余白３２が減らされると、上側の余白３２が減った量と同
じ量だけ下側の余白３２も減る構成でも良い。逆に、ＭＦＰ１０は、上側の余白３２が増
やされると、上側の余白３２が増えた量と同じ量だけ下側の余白３２は減り、上側の余白
３２が減らされると、上側の余白３２が減った量と同じ量だけ下側の余白３２が増える構
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成でも良い。上下の余白３２の設定について説明したが、左右の余白３２の設定について
も同様に連動させても良い。
【００６０】
　ＭＦＰ１０は、領域３３の左側の端の領域の画像を上下方向において分割した区画４１
および区画４２の画像を左右方向に並べて左端プレビュー４０を表示させるので、表示領
域２２が領域３３の左側の端の領域の画像と比較して上下方向に短くても左端プレビュー
４０を拡大表示させることができる。
【００６１】
　なお、ＭＦＰ１０は、拡大表示させる画像を分割しなくても表示領域２２内に表示可能
であれば、拡大表示させる画像を分割しなくても良い。
【００６２】
　ＭＦＰ１０は、左端プレビュー４０を拡大表示させる場合に、縮小した全体プレビュー
３０も表示させるので、左端プレビュー４０が全体プレビュー３０における何れの部分の
拡大表示であるかを利用者に容易に認識させることができ、利便性を向上することができ
る。しかしながら、ＭＦＰ１０は、左端プレビュー４０を拡大表示させる場合に、全体プ
レビュー３０も表示させなくても良い。
【００６３】
　ＭＦＰ１０は、拡大表示させた左端プレビュー４０に対して、左端プレビュー４０の表
示を終了させるためのダブルタップが受け付けられた場合に、左端プレビュー４０の表示
を終了させる（Ｓ１６１）ので、利便性を向上することができる。
【００６４】
　なお、拡大表示の操作は、本実施の形態においてピンチインであるが、ピンチイン以外
の操作でも良い。
【００６５】
　ページの印刷時の余白の大きさを指定する余白指定操作は、本実施の形態においてスワ
イプであるが、スワイプ以外の操作でも良い。
【００６６】
　左端プレビュー４０の表示を終了させる操作は、本実施の形態においてダブルタップで
あるが、例えばピンチアウトなど、ダブルタップ以外の操作でも良い。また、左端プレビ
ュー４０の表示を終了させる操作は、本実施の形態において左端プレビュー４０に対する
操作であるが、左端プレビュー４０が表示されている状態での全体プレビュー３０に対す
る操作でも良い。
【００６７】
　ＭＦＰ１０は、端の領域３３に囲まれる中央の領域３４に対してピンチインなどの拡大
表示の操作が実行された場合には、領域３４のプレビューの拡大表示を行っても良い。た
だし、領域３４のプレビューには余白３２が含まれていないので、領域３４のプレビュー
に対する操作では、余白３２の大きさが指定されることができない。
【００６８】
　本発明の画像形成装置は、本実施の形態においてＭＦＰであるが、印刷されるページの
プレビューを表示させることが可能な画像形成装置であれば、プリンター専用機、コピー
専用機など、ＭＦＰ以外の画像形成装置でも良い。
【００６９】
　本発明の画像形成プログラムは、本実施の形態において画像形成装置によって実行され
るプログラムであるが、画像形成装置に印刷データを送信するＰＣ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　
Ｃｏｍｐｕｔｅｒ）などのコンピューターによって実行されるプリンタードライバーでも
良い。本発明の画像形成プログラムがプリンタードライバーである場合、プリンタードラ
イバーによって生成される印刷データにおける余白がコンピューターの操作部および表示
部を用いて設定されることが可能である。
【符号の説明】
【００７０】
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　１０　ＭＦＰ（画像形成装置）
　１１　操作部（操作デバイス）
　１２　表示部（表示デバイス）
　１７ａ　画像形成プログラム
　１８ａ　プレビュー表示手段
　１８ｂ　操作受付手段
　１８ｃ　処理実行手段
　２２　表示領域
　３０　全体プレビュー（ページ全体のプレビュー）
　３２　余白
　４０　左端プレビュー（特定の領域のプレビュー）
　４１　区画
　４２　区画

【図１】 【図２】
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              Ｂ４１Ｊ　　２１／００　　　　
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